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リバサイド市長 

ウィリアム・Ｒ.ラスティ・ベイリー三世 
リバサイド市で生まれ育つ。元陸軍でヘリコプターのパイロットという顔

も持つ。1994年ウエストポイント大学政治学部を卒業後、カリフォルニア

大学ロサンゼルス校の大学院に進学し、公共政策学の修士号を取得。2007

年 12月 11日にリバサイド市議会の三区議員に就任し、2012年 12月 11日

現職。政策として、街の美化や緑化、姉妹都市交流、都市鉄道、路面電車

輸送、ビジネスや高等教育機関間の提携などを推進している。これらの推

進により、リバサイド市はインランドエンパイヤ都市圏におけるモデル都

市となっている。自身の娘や次の世代を担う若者が充実した生活を送れる、

活気があり成長し続けるコミュニティづくりに注力している。 

 

 

 

カリフォルニア大学リバサイド校経営学部長 

ワン・ユンゼン 
2008年 7月、サプライチェーン経営学における“学部長が選ぶ優れた学者”

として、また、金融経営科学の教授として、カリフォルニア大学リバサイ

ド校経営学部に所属。2011年 10月に経営学部長に就任。 

1993年にアメリカに移住するまでに、管理科学の修士号をカナダのウォー

タールー大学で取得。電気工学についても、学士号を中国の山東大学で、

修士号を中国のハルビン工科大学で取得。1997年、ペンシルベニア大学ウ

ォートンスクールにて運用管理学の博士号を取得。ＩＢＭ、キャタピラー、

フォード、アメリカ海軍などの相談役も務めた。1998年、経営実務研究の

功績が認められ、実務研究・管理科学研究所よりジョージ・ダンジグ賞を

受賞。 

 

 

 

エナジーキャピタルグループ、リバサイド代表取締役 

ブライアン・ケース 
米国にて、韓国企業と協力し再生可能エネルギー事業を展開。ライオンズ

クラブ主催事業において、日本に交換留学した経験を持つ。また、モルモ

ン教（末日聖徒イエス・キリスト教教会）の広報部長も務める。妻ナンシ

ーと二人でリバサイド在住。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

リバサイド市市長室国際交流官 

ラリット・アチャルヤ 
ウィリアム R. ベイリー三世市長のもと、国際交流及び姉妹都市交流事業

を担当している。また、市長の国際経済や環境経済発展事業の政策にも携

わっている。現職に就く前は、リバサイド公益企業の役員を務めていた。

リバサイド市市長室国際交流官として、2008年から 3年連続で姉妹都市連

盟（ＳＣＩ）の賞（最優秀総合プログラム賞、芸術文化イノベーション賞、

持続可能エネルギー開発におけるエネルギー革新部門賞）を受賞した。2011

年にはアメリカ・メキシコ姉妹都市協会優秀プログラム賞も受賞している。 

 

 

 

 

姉妹都市委員会仙台委員会委員長 

洋子・ブッシェ 
神戸で生まれ育つ。看護師、出産教育者であり、仙台市とリバサイド市の

姉妹都市交流の中心的な役割を果たしている。リバサイド市の 9つの姉妹

都市との交流を支援する民間団体である姉妹都市委員会（ＩＲＣ）の仙台

委員長を務める。1989年よりＩＲＣメンバーとして活発に活動しており、

ＩＲＣ仙台委員会委員長として、仙台国際ハーフマラソンへのリバサイド

選手団の派遣を助け、仙台市におけるＩＲＣカウンターパートであるオレ

ンジクラブとの交流窓口となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本日撮影した写真について 

 

本日の歓迎交流会において事務局（仙台観光国際協会）で撮影した写真を、下記のインターネ

ット URLに期間限定でアップロードします。 

本日の記念にご自由に閲覧・ダウンロードください。 

 

アルバムのタイトル：  

アルバムの URL： 

合い言葉（パスワード）： 

アルバムの公開終了日：  

 

ラスティ・ベイリー リバサイド市長歓迎交流会 

http://30d.jp/sendai0530/2 

20150530 

2015月 06 月 26日（あと 27日） 

 


